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和歌山市の 次都市機能について
一 平成10年度Cフロジ ェク卜研究の中間報告 ー
チー7 UJ 問良治
(和歌山大学経済学部)
地域経済研究機椛では、昨年度、紀淡辿絡道他校とかかわって和歌山市の将来櫛却につい
てのグランドデザインを策定しました。本プ口ジェクトは、その|祭行われた和歌山市民に対
するアンケート制査の成J誌を受けて、木年度 (10年度)は向次都市機能という テーマを股定
していますが、その基本をなす七地!日]地.等を1'心にして市民アンケー卜iUfJ査を実施しようと
するものである。
昨年度の訓告は、府|歌山市民が和歌山djにおける11'民生活や地域経済の現状をどのように
認鰍し、どのような将来像を期待しているかという、令般的・包病的なものでした。本年度
においては、具体的には次の二点に終点をあてる計四です。すなわち、tnlは、「土地Jと
いうものに対する市民の意識、第2は、住まいや地域のhS1t::空間についての芳えノ1です。
まず、第 lの1日胤に注円するのは、どのような中味の 1.6次都市機能 |を集制した街づく
りを進めるにせよ、 m史には上地の所有というものとの制整が決定的な器具姐となるという現
実があるからです。 和歌山市民は、上地をどの程度(あるいはどのような)資産としてみて
いるか、不掛かEに対する執着はどの程度あるか、上J也の公共性に対する意識はどのようなも
のか、などがその内容をなします。
一般的に官って、欧米時間では七J血や不動産は、 個人資産であると岡崎にね肢の詑はあれ
公共財として立制されています。これに対して、日本の場合はft民主 ・財i1r，:としての側簡が突
1し、公共性に対する]J:識はまだまだぷ成部品です。
21世紀の1:1本は、これまでのアロー111心の郁市形成から欧米型のストッグ中心のそれに移
行していくものと!心われます。その勘合、良灯・なストッグを形成していく kで、この資践と
しての側面と公共uオとしての側聞をどう制不1させていくかが避けることのできない大きな跡
地.となることは、 問述いありません。そこで、日本全体のそうした傾向の中で、 和歌山市民
の怠識がさらにどのような特徴を持っているのかを知ることが課題となります。
trr2 の問題は、主として昨年度のfJ~1tをさらに .n体化し ようとするものです。ひとつは、
住まいについてのな械で、七よ也や建物の所有についてどう与えるか、 都Tli機能を享受するた
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めに都心居住を優先するかどうか、マンション派か一戸処て派か':/p々をたずねます。これら
の質問は、ひとつには郷 1の所有意織の問題と・もからめたものですが、より広く市民がどの
ような住まいを願盟しているかという問題を泊して、都市に何を求めているか、どのように
関わろうとしているのかを限ろうとするものです。
他方では、現在の羽1rI j 1 1;.活に対する制足度、また魅力的な都flj~ l}n とは fUIかといった、地
域レベルの肘住空間について、与えていきます。これらの税|日jf，)tのいくつかは、昨年度の設
問ともオーバーラッゾしますが、経J世みの共体的なイメージなど、昨年にはなかったIUの将・
来ビジョンに関わる共休的な献問題も取り入れ、 21世紀の街づくりのノ7向性を探っていく肝
凶です。こうした新羽円と所有;皆、臓部とのタ円ス分析などを行うことによって、意識深いデー
タが何られるものと期待されます。
ただし、今回の淵有は都市機能の中でも主要には生活面の問姻に注阿したもので、その意
味では市民生活という観点から「尚次都市機能」とはMかという問題に、アプローチ しよう
とするものです。府撲のありノゴなども含めた、総合的な「向次都市機能」の集積の}j向性に
ついては、今後も引き続き泊求してい く必援があります。
Cプロジェクトとしては、この間以上.のようなコンセプトを議愉しながら、アンケート制
告の作成を行ってきました。 m在、その作業としては最終段階に入っています。今後のタイ
ムスケジュー)1，(としては、住民の移動が活殆となる 3H・4月を泣けて、 5)]から 6刀にか
けて、郵送による本制任を突抑し、 rlまでにはその結朱をとりまとめたいと考えています。
(以上の内特及びスケジュールは扱終的に他定されたものではなく 、今後の検討の中で、若
干の変記をか1えていく可能性があります。)
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